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鳥の雄は女心がわかる？
  ～雌が欲しい食べ物をプレゼントするカケスの雄～

見つめ合うオナガの夫婦。カケスがつがい
相手のきもちがわかるのだから，きっとオ
ナガもわかっているのでしょうね。
撮影●内田 博

「では，食事にでも行きましょうか」ってことになっ
た時に，これまであまり付き合いのなかった人が相
手だと，どこに連れてったらよいか迷うことありま
すよね。そんなとき，相手の好きなものがわかって
いると楽です。ぼくの場合は，日々，ブログでカツ
丼写真を掲載しているおかげで，最近では初対面の
人もぼくのカツ丼好きを知っていることが多くなり
ました。そしてどこか食事に行こうとなった場合に，

「カツ丼行きますか？」と言われることが多くなっ
てきました。

鳥の場合は，共同で採食に行くような鳥はほとん
どいませんが，求愛給餌の際には相手の好みのもの
をあげることができたら，雌からの評価があがりそ
うです。なんと，カケスがちゃんと相手が食べたい
ものを判断して，それを求愛給餌しているという研
究が最新の PNAS 誌に出ていたのでご紹介したいと
思います。

この研究をしたのはケンブリッジ大学の Ostojic さ
んたちのチームです。彼らは，雄が雌が何を食べた
いか理解して，求愛給餌の食物を選ぶことができる
かどうか明らかにするために，飼育下のカケスを
使った実験を行ないました。カケスのつがいをまず，
雄雌別のケージに入れ，彼らが好むミールワームか
あるいはガの幼虫を与えます。そして雄が雌の様子
を見えるようにした場合と，見えないようにした場
合とで，その後の雄の給餌行動に違いがあるかどう
かを調べました。

すると，雄が雌の様子を見えるようにした場合に
は，それまで雌がミールワームを食べていたなら，
雄はガの幼虫を雌に与えました。逆に，雌がガの
幼虫を食べていたならミールワームを給餌しまし
た。雄は雌がミールワームばかり食べていると，も
うミールワームに飽きてきただろうと判断して，ガ
の幼虫をプレゼントしたのではないかと考えられま
す。それは，雌の様子が見えないようにした実験か
らも支持されました。雌がそれまで何を食べていた
かわからない場合は，雄はミールワームとガの幼虫
を無作為に雌に与えたのです。

この実験は雄は雌が欲しいものをちゃんとわかっ
たうえで行動していることを示唆しています。ただ，
それまでの行動を見ていないと無作為給餌になって
しまうので，カケスには「雰囲気で」雌の欲しいも
のがわかるまでの能力はないようです。そのあたり
は表情筋のない鳥の限界でしょうか。

ちなみに，バードリサーチには「あんこ」の苦手
なスタッフが複数います。バードリサーチにお土産
を持ってきていただく方はご注意ください。表情筋
で「雰囲気」が伝わってしまうと困りますので…。
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